
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一面が開放した筺状のハウジングと、該ハウジングの開放部を開閉するよう開閉可能に
支持された扉とを具備し、前記ハウジング内には被充電物に対し充電を行う充電器を設け
、給電側コイルを内蔵した前記充電器によって受電側コイルおよび蓄電池を内蔵した前記
被充電物に電磁誘導により非接触で電気を充電する 庫であっ
て、

前記被充電物が高周波発信回
路を有するＩＣチップおよび該ＩＣチップに接続したアンテナを具備し、さらに前記アン
テナから出力された前記ＩＣチップからの高周波データ信号を受信するアンテナと、該ア
ンテナが受信したデータ信号により前記被充電物周りの 充電器のうち、前記被
充電物に対して最適な電磁波発生方向の電磁波を出力する 充電器を駆動するよう制
御する回路とを具備していることを特徴とする 庫。
【請求項２】
　前記ハウジング内部に被充電物を載せる少なくとも１つの棚を設け、前記棚

被充電物 たことを特
徴とする請求項１記載の 庫。
【請求項３】
　前記 前記ハウジングの内底面 を複数の空間に仕切る
少なくとも１つの起立した柵を設け、該柵によって仕切られた空間に前記被充電物を置く
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ようにしたことを特徴とする請求項２記載の 庫。
【請求項４】
　前記充電器は、前記 設けられていることを特徴とする請求項

記載の 庫。
【請求項５】
　前記ハウジングは、前記電磁誘導の際、発生する電磁波を外部から遮断するシールド体
を具備していることを特徴とする請求項１ 記載の

庫。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの棚に、当該棚の下方から前記電磁誘導の際、発生する電磁波を遮
断するシールド体を設けていることを特徴とする請求項２ 記載の

庫。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの柵に、当該柵に対し前記電磁誘導の際、発生する電磁波を遮断す
るシールド体を設けていることを特徴とする請求項３ 記載の

庫。
【請求項８】
　前記被充電物が、電子機器に着脱可能に取り付けられる２次電池であって該電子機器か
ら離脱された２次電池と、該２次電池に装着される前記受電側コイルを内蔵したアダプタ
とからなることを特徴とする請求項１ 記載の

庫。
【請求項９】
　前記被充電物が、電子機器に着脱可能に取り付けられる２次電池であって、前記受電側
コイルを具備した２次電池であることを特徴とする請求項１ 記載の

庫。
【請求項１０】
　前記被充電物が携帯型電子機器であることを特徴とする請求項１
記載の 庫。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、複数の２次電池等の被充電物を容易に充電可能とする

庫に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　最近、携帯電話等の携帯型情報機器の発達により、電源として充電式の２次電池を備え
た多種多様な小型電子機器が製品化され使用されている。これら電子機器は、ＡＣアダプ
タすなわち充電器により家庭内の電源から電子機器に内蔵された充電回路を利用して電子
機器の２次電池を充電する方式とされている。
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ハウジング内部の空間に １
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る保管
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非接触式充電器を有する保管

乃至９の何れか１項に
非接触式充電器を有する保管

非接触式充電器を有す
る保管

これら従来の電子機器の２次電池を充電する充電器５０１として、特許文献１に基づい
て説明すると、図１７の収容凹部５１２に収容されているＡＣアダプタ５１０のプラグ端
子部５１０ａを手動操作で回動させて水平状態として、ケーシング５０１の前面板５０１
ａの前方に突出させる。
　これにより、ＡＣアダプタ５１０は、後方の接続端子部５１０ｂがＡＣ端子板５０９に
接触して、回路基板５０４の充電回路、又は接続回路に接続される。
　次に、２点鎖線で示す携帯電話機５０２を、その充電接点（図示せず）を下方に向けて
機器装着部５０３に挿入する。すると、携帯電話機５０２の充電接点は、機器装着部５０
３により位置決めされて、挿通孔５０８から機器装着部５０３内の充電端子５０７を介し
て回路基板５０４の充電回路に接続される。
　これにより、携帯電話機５０２に内蔵している２次電池を充電することができる。



【発明が解決しようとする課題】
　しかし、これら ２次電池

の種類 、そのため
が必要となり、一般家庭内に、種類の異

なる多数の充電器があるようになり、言い換えればあふれるようになり、無駄が多い。
【０００３】
　本発明は、掛かる多くの充電器を排除し、多種多様な２次電池などの被充電物を複数、
ハウジング内部に収容するだけで容易に充電できる 庫を提供
することを目的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　本発明の係わる 庫は、一面が開放した筺状のハウジングと
、該ハウジングの開放部を開閉するよう開閉可能に支持された扉とを具備し、前記ハウジ
ング内には被充電物に対し充電を行う充電器を設け、給電側コイルを内蔵した前記充電器
によって受電側コイルおよび蓄電池を内蔵した前記被充電物に電磁誘導により非接触で電
気を充電する 庫であって、

前記被充電物が高周波発信回路を有するＩＣチップおよび該Ｉ
Ｃチップに接続したアンテナを具備し、さらに前記アンテナから出力された前記ＩＣチッ
プからの高周波データ信号を受信するアンテナと、該アンテナが受信したデータ信号によ
り前記被充電物周りの 充電器のうち、前記被充電物に対して最適な電磁波発生
方向の電磁波を出力する 充電器を駆動するよう制御する回路とを具備するものであ
る。
【０００５】
　かかる 庫によれば、被充電物の縦、横、斜めのいずれかの
姿勢でも、前記被充電物周りの充電器のうち、被充電物に対して最適な電磁波発生方向を
出力する充電器を駆動・制御するので、効率よく電磁誘導により充電することができる。
よって多種多様な２次電池などの被充電物を、ハウジング内部に収容するだけで容易に充
電できる。したがって、各種電子機器の２次電池に専用の充電器を排除することができ、
多くの専用充電器を大幅に少なくすることができる。また近時問題となっている資源の有
効活用という点からも、本発明の 庫の効用は大きい。
【０００６】
　本発明に掛かる 庫において、前記ハウジング内部に被充電
物を載せる少なくとも１つの棚を設け、前記棚

に置かれた 被充電物に対し充電を行う充電器を設けてもよい。
　このような 庫においては 部に被充電物を置くことがで
きる空間を確保することができ、より多くの被充電物を処理しうる。
【０００７】
　また 本発明に係わる 庫において、前記 前記ハウジン
グの内底面 を複数の空間に仕切る少なくとも１つの起立し
た柵を設け、該柵によって仕切られた空間に前記被充電物を置くようにしてもよい。
　このような 庫では 部に被充電物を置くことができる空
間を確保することができ、より多くの被充電物を処理しうる。
【０００８】
　本発明の 庫においては、前記
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【特許文献１】
特開２０００－９２７２８号公報　
【特許文献２】
特開平９－６３６５４号公報
【特許文献３】
特開平８－１８６３８号公報

接触式の従来の充電器５０１は、 、及び２次電池を用いた携帯
電話機５０２ 毎に仕様が異なり に、最近の様な携帯電話機５０２の種類
が多くなると、この種類に対応した多くの充電器
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庫を、前記柵にも設けてもよい。
　このような 庫では、被充電物に対し側面方向から近接した
位置に充電器を設置できるので、高速充電を行いたいときなどに有用である。
　かかることから、充電器はすべての柵に設けてもよいし、任意の柵に設けてその柵に囲
まれた空間を高速充電用の領域としてもよい。
【０００９】
　さらに本発明に係る 庫において、前記ハウジングは、前記
電磁誘導の際、発生する電磁波を外部から遮断するシールド体を具備しているのが好まし
い。かかるシールド体があれば、 庫の周りにある他の電子機
器に、 庫内において発生する電磁波が悪い影響を及ぼすこと
を排除できる。
【００１０】
　また、本発明に係る 庫において、前記少なくとも１つの棚
に、当該棚の下方から前記電磁誘導の際、発生する電磁波を遮断するシールド体を設けて
もよい。　かかるシールド体により、当該棚の下方から来る電磁波を遮断できる。
【００１１】
　さらにまた、本発明に係る 庫において、前記少なくとも１
つの柵に、前記電磁誘導の際、発生する電磁波を遮断するシールド体を設けてもよい。
　かかるシールド体により、当該柵で囲まれた空間に隣接する空間から来る電磁波を遮断
することができる。
【００１２】
　本発明に係る 庫にて使用される前記被充電物は、電子機器
に着脱可能に取り付けられる２次電池であって該携帯型電子機器から離脱された２次電池
と該２次電池に装着される受電側コイルを備えたアダプタとからなるものであることがで
きる。このアダプタは、多種多様な２次電池に対応可能なものであることが望ましい。ま
た被充電物は、電子機器に着脱可能に取り付けられる２次電池であって、受電側コイルを
具備した２次電池であってもよい。
　このような被充電物を用いれば、本発明に係る 庫自体を小
型化することができる。
【００１３】
　被充電物としては上記２次電池と上記アダプタの組み合わせ以外の携帯型電子機器自体
でも可能である。この場合、携帯型電子機器へ及ぼす電磁波の悪い影響を排除するため、
この電子機器の受電側コイルが配置されている外側部分だけを露出し、当該電子機器の他
の外側部分をシールド体によって覆うことが望ましい。
【００１４】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
　本発明の第１の実施の形態を示す図１ないし図４において、１は

庫を示す。 庫１は、図１に示すように、手前側の正面が開放した筺状のハウジ
ング２とハウジング２の開放部分を開閉するよう開閉可能にヒンジ３で支持された扉４と
を具備している。扉４には、扉開閉用の把手４ａが設けてある。
【００１５】
　図２および図３に示すように、ハウジング２内部には各種の被充電物Ｗを載せる棚５が
３段設けられている。各棚５には、各棚５を横方向に仕切る複数の起立した柵６を設け、
柵６にて仕切られた空間に各種の被充電物Ｗを置くようにしている。　各棚５、ハウジン
グ２の内側壁２ａ、内奥壁２ｂおよび各柵６には、棚５上に置かれた被充電物Ｗに４方か
ら向き合って被充電物に対し充電を行う充電器７が設けられている。なお、図３中、２点
鎖線にて示した充電器７は、ハウジング２の内側壁２ａおよび内奥壁２ｂに設けられたも
のを示す。
　棚５および柵６には、その棚５の下方に位置する充電器７から生じる電磁波からの悪影
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響、および柵６によって形成された空間に置かれた充電器７から生じる電磁波からの悪影
響を排除する板状のシールド体８、９を設けている。なお、シールド体９は、各柵６中に
埋入されている。
【００１６】
　また、ハウジング２および扉４にも、図１および図２に示すように、ハウジング２内部
、棚５、および柵６に設けた充電器７から発生する電磁波が 庫１外部に悪影響を与え
ないよう、ハウジング２および扉４によって形成される内部空間を囲む板状のシールド体
１０、１１を、ハウジング２および扉４のそれぞれの内部に埋入して設けている。
【００１７】
　被充電物Ｗは、携帯型電子機器等の電子機器に着脱可能に取り付けられる２次電池であ
ってこの電子機器から離脱された２次電池と、この２次電池に装着される受電側コイルを
備えたアダプタとからなるものであることができる。このアダプタは、多種多様な２次電
池に対応可能なものである。
　また被充電物Ｗは、携帯型電子機器自体でも可能である。この場合、携帯型電子機器へ
及ぼす電磁波の悪い影響を排除するため、この電子機器の受電側コイルが配置されている
外側部分だけを露出し、当該電子機器の他の外側部分をシールド体によって覆う。
【００１８】
　充電器７は、被充電物Ｗ中の蓄電池の変動が生じても、給電側の電力を給電側の共振コ
イルから受電側の共振コイルへ電磁誘導により非接触で供給するものである。例えば図４
に示すように、充電器７は、給電側の共振コイル２１とこれに並列接続された共振コンデ
ンサ２２とを具備する給電側の発振回路２０を具備している。一方、被充電物Ｗが携帯型
電子機器の場合はそれ自体が、また被充電物Ｗが２次電池とアダプタとの組み合わせたも
のからなる場合にはそのアダプタ自体が、充電側の共振コイル４１とこれに並列接続され
た共振コンデンサ４２とを具備する受電側の共振回路４０、整流平滑回路５０および充電
制御回路６０を具備している。充電器７は、給電側コイル２１と受電側コイル４１の両方
の磁束の影響を受けて発生する誘導起電力を検出する検出コイル２３と、検出コイル２３
が検出した誘導起電力の周波数に応じて給電側コイル２１に供給される電力を変化させて
給電側の発信周波数を受電側の共振周波数に同調させる制御回路２４を具備している。
【００１９】
　制御回路２４は、給電側コイル２１に対し互いに逆方向の電流を与える第１のトランジ
スタ２５および第２のトランジスタ２６を具備している。第１のトランジスタ２５と第２
のトランジスタ２６は、検出コイル２３で検出した誘導起電力の極性の変化に応じて交互
に給電側コイル２１へ電流を与えるように切り換えられるものである。給電側の電源は直
流電源２７であり、この直流電源２７からの電流が、第１のトタンジスタ２５および第２
のトランジスタ２６の切換動作により、給電側コイル２１に対して逆向きに交互に与えら
れる。さらに第１のトランジスタ２５と第２のトランジスタ２６との電流増幅率が相違し
、第１のトランジスタ２５と第２のトランジスタ２６に直流電圧が与えられると、前記電
流増幅率の高いトランジスタから給電側コイル２１に電流が与えられて発振が開始される
。　なお、直流電源２７は、家庭用または業務用の一般交流電源から直流に変換したもの
を電源としてもよい。
【００２０】
　図４中、２８は電源２７と給電側コイル２１の中性点との間にあるコイル、２９は給電
側コイル２１の上端点および下端点に並列に接続されたコンデンサ、３０および３１は制
御回路２４を成す抵抗である。抵抗３０はトランジスタ２５のベースと電源２７の正電極
との間あり、抵抗３１はトランジスタ２６のベースと電源２７の正電極との間にある。ま
た図４中、７０は２次電池である。
【００２１】
　被充電物Ｗには、図５、図６および図７に示したように、高周波発信回路を具備したＩ
Ｃチップ８０およびこれに電気的接続したループ状のアンテナ９０を形成した方形板１０
０を設ける。これら高周波ＩＣチップ８０およびアンテナ９０は、図５および図６に示す
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ような方形状の不導体材料板１００に一体的に設け、この方形板１００を被充電物Ｗに貼
り付けたものであることができる。また、これら高周波ＩＣチップ８０およびアンテナ９
０は、図７に示すような円形状の不導体板１５０に一体的に設けたものでもよい。
【００２２】
　高周波ＩＣチップ８０は、バッテリーレスで駆動されるものであり、さらに詳述すれば
充電器７側からの送信データから電力を取り出し駆動されるものである。高周波ＩＣチッ
プ８０は、被充電物Ｗの内蔵している蓄電池の情報たとえば充電に必要な電圧、電池残量
などをアンテナ９０を通して発信する。高周波の範囲は、２５０ｋＨｚ以下１２５ｋＨｚ
以上であるか、または１３．５６ＭＨｚ、２７．１２ＭＨｚ、４０．６８ＭＨｚ、２．４
５ＧＨｚのＩＳＡＭバンドの周波数を使用することができる。
　方形板１００および円形板１５０の被充電物Ｗへの装着位置は、図５に示したように、
被充電物Ｗの受電側コイル４１に近接させ、かつ受電側コイル４１とアンテナ９０の向き
を一致させた位置である。図５中、二点鎖線で示したのは、被充電物Ｗ周りの充電器７で
ある。
【００２３】
　各充電器７は、図８に示したように、アンテナ１１０を内蔵している。アンテナ１１０
は、アンテナ９０から送信されたＩＣチップ８０からの高周波データ信号を受信するもの
であり、このアンテナ１１０は制御回路１２０に接続している。制御回路１２０は、通常
の冷蔵庫の電気系統の回路が冷蔵庫裏側に設けられているように、ハウジング２の裏側す
なわち扉３と反対側に設けている。
【００２４】
　制御回路１２０は、アンテナ１１０が受信したデータ信号を処理して、被充電物Ｗ周り
の４個の充電器７のうち、被充電物Ｗに対して最適な電磁波発生方向の電磁波を出力する
充電器７を駆動するよう制御する回路である。さらに詳述すると、被充電物Ｗ周りの４個
の充電器７は、定期的にそれぞれ順番に高周波ＩＣチップ８０と交信する。交信できなか
った充電器は７使用されない。よつてこれら４個の充電器７の使用の是非から、被充電物
Ｗが入っているか否かを確認できる。２個以上の充電器７と交信できた場合は、受信状態
が一番良かった充電器７を、被充電器Ｗの受電側コイル４１に最も近接する充電器７とす
る。なお、充電器７は、図示を省略したが、受信感度を検出する手段をもっている。この
最適な電磁波発生方向は、充電器７の充電条件により異なり、種々の条件を考慮して決ま
る。例えば、ＩＣチップ８０からの高周波データ信号に基づき被充電物Ｗの受電側コイル
４１に給電側コイルが最も近接する位置にある充電器７を駆動して、被充電物Ｗを充電す
る。
【００２５】
　次に、本発明の第１の実施の形態に基づく被充電物の充電の仕方を説明する。　まず、
携帯型電子機器が図４に示すような受電側の共振回路４０、整流平滑回路５０、電流制御
回路６０を具備している場合は、この携帯電子機器自体を被充電物Ｗとし、これに図６ま
たは図７に示したＩＣチップ８０およびアンテナ９０を備えた方形板１００または円形板
１５０を装着する。ついで 庫１の扉４を開け、被充電物Ｗをハウジング２内の任意の
棚５上に、かつ柵６によって仕切られた空間に置く。
【００２６】
　制御回路１２０は、被充電物Ｗの周りの各充電器７を定期的に順番に被充電物ＷのＩＣ
チップ８０と交信させる。制御回路１２０は、交信できた充電器７のうち、受信感度の一
番良かった充電器７を駆動する。制御回路１２０は送られてきたデータ信号を処理し、被
充電物Ｗの充電電圧に合わせて、駆動する充電器７の出力を制御する。そしてその被充電
物Ｗに合わせた共振周波数が図４に示した給電側の共振コイル２１から発生する。この適
当な方向からの共振周波数に、被充電物Ｗの受電側の共振コイル４１が同調し、共振コン
デンサ４２と共同して受電し電磁エネルギを直流の電気エネルギに変換する。この電気エ
ネルギは、整流平滑回路５０によって整流・平滑され、そして充電制御回路６０によって
充電するのに適した電圧に設定され、２次電池７０に送られて、２次電池７０が充電され

10

20

30

40

50

(6) JP 3719510 B2 2005.11.24

保管



ることになる。
【００２７】
　また、携帯型電子機器等の電子機器から２次電池を取り外し、その２次電池を充電する
場合には、図４に示したような受電側の共振回路４０、整流平滑回路５０、電流制御回路
６０を具備したアダプタを用意し、これに図６または図７に示したＩＣチップ８０および
アンテナ９０を備えた方形板１００または円形板１５０を装着する。そしてこの状態のア
ダプタに充電しようとする２次電池を装着し、アダプタ付き２次電池を被充電物Ｗとして
、 庫１の扉４を開け、ハウジング２内の任意の棚５の上にかつ柵６で仕切られた空間
に置く。その後は上述の充電方法に従い、この２次電池が充電される。
【００２８】
　次に、本発明に係る 庫の第２の実施の形態を図９に従い、
説明する。第２の実施の形態である 庫は、図１ないし図４に示した第１の実施の形態
における柵の形状を変えたものであり、図１ないし図４に示した部材と同一部材には同一
符号を付し、その説明を省略する。
【００２９】
　図 に示すように、柵７６が各棚５上に縦方向すなわちハウジング２の奥行き方向およ
び横方向すなわちハウジング２の奥行き方向に直交する方向に起立して形成されている。
　縦方向の柵７６ａおよび横方向の柵７６ｂによって形成される各空間に、またはこれら
柵とハウジングの内壁２ａで形成される各空間に被充電物が置かれ、これら被充電物はそ
の周りに置かれた適当な方向に配置されている充電器７により充電されるようになってい
る。
　したがって、第２の実施の形態では、充電器７は図５のように、縦方向の各柵７６ａに
沿って、棚５、柵７６ａ、およびハウジング２の内側壁に配設されているとともに、横方
向の柵７６ｂの扉側に対向する面およびハウジング２の内奥壁にも配設されている。なお
、図５中、２点鎖線にて示した充電器７は、図３におけるハウジング２の内側壁２ａおよ
び内奥壁２ｂと同様に設けられたものを示す。また各柵７６ａ、７６ｂには、図３に示し
たシールド体９が埋入されている。
もちろん各充電器７には、図８に示したようなアンテナ１１０が内蔵されている。　かか
る第２の実施の形態である 庫にあっては、被充電物が第１の
実施の形態と同じ充電方法にて充電されることができ、充電庫内の内部空間を有効に使え
、多くの被充電物を充電することができる。
【００３０】
　さらに、本発明に係る 庫の第３の実施の形態を図１０に従
い、説明する。　第３の実施の形態である 庫は、図１ないし
図４に示した第１の実施の形態におけるハウジング２の内底面２ｃに充電器７を設けたも
のであり、図１ないし図４に示した部材と同一部材には同一符号を付し、以下ではその説
明を省略する。この実施の形態は、ハウジング２の内底面２ｃに、図２および図３に示し
たような２個の柵６を起立して設け、この内底面２ｃを棚５の代わりに使用するものであ
る。なお、内底面２ｃにつながる内側壁２ａおよび内奥壁２ｂにも、上述の第１の実施の
形態と同様に、充電器７が設けられている。もちろん各充電器７には、図８に示したよう
なアンテナ１１０が内蔵されている。
　このように構成すれば、ハウジング２の内部空間をさらに有効利用できる。また、柵６
を設けずに内底面自体に大型の充電器７を設けて、大型サイズの電子機器を充電できるよ
うにしてもよい。
【００３１】
　次に、本発明に係る 庫の第４の実施の形態を図１１および
図１２に従い、説明する。
　第４の実施の形態である 庫は、ワンボックスタイプの冷凍
庫と同様な構造を有したものであり、図１ないし図４に示した部材と同一部材には同一符
号に２００の数字を加えた符号を付し、以下ではその説明を省略する。
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【００３２】
　この 庫２０１では、図１１および図１２に示したように、扉２０４が筺形のハウジ
ング２０２に、ハウジング裏側に位置し図示を省略した蝶番により図１１にて矢印方向に
開放・閉鎖できるように支持されている。図１１中、２０４ａは把手、２１０はハウジン
グ２０２内蔵のシールド体、２１１は扉２０４内蔵のシールド体である。ハウジング２０
２は、図２および３に示した充電器７に比べて大きめなサイズの充電器２０７を、ハウジ
ング２０２の内側壁および内底面に埋め込んだ形で設けている。これら充電器２０７は、
図２、３、４および８に示した充電器７と同じ構造を持つ。
　かかる 庫２０１は、特に大型サイズの被充電物Ｗを充電する場合や、多数の中型ま
たは小型サイズの被充電物Ｗをランダムにこのハウジング２０２内に放り込むだけで充電
する場合に有効である。もちろん、これら被充電物Ｗには、図６および７に示したＩＣチ
ップ８０およびアンテナ９０を設けた方形板１００や円形板１５０をハウジング２０２内
に入れるときに装着しておく。
【００３３】
　また次に、本発明に係る 庫の第５の実施の形態を図１３お
よび図１４に従い、説明する。
　第５の実施の形態である 庫は、第４の実施の形態のワンボ
ックスタイプ 庫のハウジング内に、図４に示した柵を設けたものであり、図１ないし
図４に示した部材と同一部材には同一符号に３００の数字を加えた符号を付し、以下では
その説明を省略する。
【００３４】
　この 庫３０１では、図１３および図１４に示したように、扉３０４が筺形のハウジ
ング３０２に、ハウジング裏側に位置し図示を省略した蝶番により図１３にて矢印方向に
開放・閉鎖できるように支持されている。図１３中、３０４ａは把手、３１０はハウジン
グ３０２内蔵のシールド体、３１１は扉３０４内蔵のシールド体である。
　ハウジング３０２は、その内部を２分割する起立柵３０６を設けており、さらに図２お
よび図３に示した充電器７に比べて大きめなサイズの充電器３０７を、ハウジング３０２
の内側壁および内底面に埋め込んだ形で設けている。また柵３０６の両側にも充電器３０
７を設けている。これら充電器３０７は、図２、３、４および８に示した充電器７と同じ
構造を持つ。図１４中、３０９は柵３０６中に内蔵されたシールド体である。
【００３５】
　かかる 庫３０１は、特に中型サイズの被充電物Ｗを充電する場合や、多数の中型ま
たは小型サイズの被充電物Ｗをランダムにこのハウジング２０２内に放り込むだけで充電
する場合に有効である。もちろん、これら被充電物Ｗには、図６および７に示したＩＣチ
ップ８０およびアンテナ９０を設けた方形板１００や円形板１５０をハウジング３０２内
に入れるときに装着しておく。
【００３６】
　次に、本発明に係る 庫の第６の実施の形態を図１５および図
１６に従い、説明する。
　第６の実施の形態である 庫は、第４の実施の形態のワンボ
ックスタイプ 庫のハウジング内に、図４に示した柵を、ハウジング内を縦横方向に仕
切るように設けたものであり、図１ないし図４に示した部材と同一部材には同一符号の４
００の数字を加えた符号を付し、以下ではその説明を省略する。
【００３７】
　 庫４０１では、図１５および図１６に示したように、扉４０４が筺形のハウジング
４０２に、ハウジング裏側に位置し図示を省略した蝶番により図１５にて矢印方向に開放
・閉鎖できるように支持されている。図１５中、４０４ａは把手、４１０はハウジング４
０２内蔵のシールド体、４１１は扉４０４内蔵のシールド体である。
　ハウジング４０２は、その内部を４分割する起立した柵４０６を設け、そして図２およ
び３に示した充電器７に比べて大きめなサイズの充電器４０７を、ハウジング４０２の内
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側壁および内底面に埋め込んだ形で設けている。柵４０６は、縦方向の柵４０６ａと横方
向の柵４０６ａとからなり、縦方向の柵４０６ａの両側には充電器４０７が設けられてい
る。これら充電器４０７は、図２、３、４および８に示した充電器７と同じ構造を持つ。
図１６中、４０９は柵４０６ａおよび４０６ｂ中に内蔵されたシールド体である。
【００３８】
　かかる 庫４０１は、特に比較的小型サイズの被充電物Ｗを充電する場合や多数の小
型サイズの被充電物Ｗをランダムにこのハウジング２０２内に放り込むだけで充電する場
合に有効である。もちろん、これら被充電物Ｗには、図６および７に示したＩＣチップ８
０およびアンテナ９０を設けた方形板１００や円形板１５０をハウジング３０２内に入れ
るときに装着しておく。
【００３９】
【発明の効果】
　本発明に係る 庫は、一面が開放した筺状のハウジングと、
該ハウジングの開放部を開閉するよう開閉可能に支持された扉とを具備し、前記ハウジン
グ内には被充電物に対し充電を行う充電器を設け、給電側コイルを内蔵した前記充電器に
よって受電側コイルおよび蓄電池を内蔵した前記被充電物に電磁誘導により非接触で電気
を充電する 庫であって、前記被充電物が高周波発信回路を有
するＩＣ（集積回路）チップおよび該ＩＣチップに接続したアンテナを具備し、さらに前
記アンテナから出力された前記ＩＣチップからの高周波データ信号を受信するアンテナと
、該アンテナが受信したデータ信号により前記被充電物周りの充電器のうち、前記被充電
物に対して最適な電磁波発生方向の電磁波を出力する充電器を駆動するよう制御する回路
とを具備するものである。
【００４０】
　かかる 庫によれば、被充電物の縦、横、斜めのいずれかの
姿勢でも、前記被充電物周りの充電器のうち、被充電物に対して最適な電磁波発生方向を
出力する充電器を駆動・制御するので、効率よく電磁誘導により充電することができる。
よって多種多様な２次電池などの被充電物を、ハウジング内部に収容するだけで容易に充
電できる。
　したがって、各種電子機器の２次電池に専用の充電器を排除することができ、多くの専
用充電器を大幅に少なくすることができる。また近時問題となっている資源の有効活用と
いう点からも、本発明の 庫の効用は大きい。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係る 庫の第１の実施の形態を示す斜視図
。
【図２】　図１に示した本発明に係る 庫の扉を開けた状態を
示す正面図。
【図３】　図２に示した棚および柵を示す拡大斜視図。
【図４】　図２に示した充電器および被充電物を示す回路図。
【図５】　高周波ＩＣチップおよびアンテナを設けた方形板を装着した被充電物を示す斜
視図。
【図６】　図５に示した高周波ＩＣチップおよびアンテナを設けた方形板を示す拡大斜視
図。
【図７】　図６とは別の高周波ＩＣチップおよびアンテナを設けた円形板を示す拡大斜視
図。
【図８】　図６および図７に示したＩＣチップおよびアンテナと、アンテナおよび制御回
路とを示す概略配置相関図。
【図９】　本発明に係る 庫の第２の実施の形態をなす棚と柵
を示す斜視図。
【図１０】　本発明に係る 庫の第３の実施の形態をなすハウ
ジングの下部を示す斜視断面図。
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【図１１】　本発明に係る 庫の第４の実施の形態を示す斜視
図。
【図１２】　図１１に示した 庫の扉を開けた状態でのハウジ
ングを示す斜視図。
【図１３】　本発明に係る 庫の第５の実施の形態を示す斜視
図。
【図１４】　図１３に示した 庫の扉を開けた状態でのハウジ
ングを示す斜視図。
【図１５】　本発明に係る 庫の第６の実施の形態を示す斜視
図。
【図１６】　図１５に示した 庫の扉を開けた状態でのハウジ
ングを示す斜視図。
【 】　
【符号の説明】
　１　 庫
　２　ハウジング
　４　扉
　５　棚
　６　柵
　７　充電器
　８　棚中のシールド体
　９　柵中のシールド体
　１０　ハウジング中のシールド体
　１１　扉中のシールド体
　２１　給電側コイル
　４１　受電側コイル
　７０　２次電池
　８０　ＩＣチップ
　９０　アンテナ
　１００　方形板
　１１０アンテナ
　１２０　制御回路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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